
新米の品質検査がスタート
　平成２７年産米の初検査が９月２４日からＪＡの各倉庫にて行われ、
品位鑑定資格を持ったＪＡ職員たちが、新米の出来を確認しまし
た。
　今年は天候不順による生育の影響も少なく、出芽から出穂まで
順調に推移しました。７月に入ってからの気温の日較差も平年よ
り大きかったため茎数も増加し、それによる穂数も多くなりまし
た。９月末時点での一等米比率は９６.６％、５５，４０４俵となりました。
担当者は「青い未熟粒が散見されるがまずまずの作柄。一等米比
率や整粒歩合も高く、品質の水準は申し分ない。今後の集荷ピー
クも、この水準を維持して欲しい。」と話していました。

ＪＡあきた白神

意思統一で目標達成へ
　ＪＡでは１０月１日、ＬＡ担当者や共済連など２４名が参加のもと、
ＬＡ目標早期達成決起大会をシャトー赤坂で開催しました。
　情勢報告などの後に行われたパネルディスカッション「～Ｌ
Ａって素晴らしい～」では、当ＪＡのＬＡ担当者４名とＪＡかづ
のの川又支店長補佐、ＪＡあきた北央の木村調査役の６名で日々
の活動の取り組み方やスケジュールの立て方、新規のお客様を増
やす工夫などについて意見交換を行いました。参加したＬＡ担当
者は今後の活動に生かすため熱心にメモを取るなどし、平成２７年
度の目標達成に向け意思統一を図りました。

共済課

受検組合長会議を開催 ＪＡあきた白神

　平成２７年産米の概算金・買取米価格について協議する受検組合長会が、
９月１７日に管内３地区で開催されました。
　このうち能代地区では佐藤組合長が「今年も米の価格を上げることが出
来なければ、農家の生産意欲の減退、更には離農に拍車がかかるだろう
と常に考えていた。直接販売比率の高いＪＡあきた白神では、生産者へ
１０，２００円の仮渡金を決定した。今後も独自販売を中心に卸業者・商社と交
渉を重ね、より有利な販売をして組合員に還元できるよう努力する」と挨
拶しました。その後、担当者から刈取適期の目安などが説明された他、消
費者が求める安全安心な「あきた白神米」を出荷しようなどの申し合わせ
をし、参加者らは高品質米の生産を誓い合いました。

▲粒の大きさや水分量などを検査する担当者

◀収穫を前に各地区の
受検組合長が参加

▲パネルディスカッションの様子

▲挨拶をする佐藤組合長

双子座（5・21～6・21）　思い悩みやすい傾向あり。あれこれ気にしないで、開き直ってしまうのが正解。花を飾るのも運気上昇に効果的
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